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P69 C-5

風水害対策

広告

注意報・警報の種類

主な注意報

　注意報とは、災害が起こる恐れがある場合、注意を呼

びかけるための予報です。

●大雨注意報

　大雨により浸水災害や土砂災害などが発生する恐

れがある場合に発表します。

　雨がやんでも、土砂災害などの恐れが残っている

場合は、発表を継続します。

●洪水注意報

　大雨や長雨、融雪などにより河川が氾濫し、災害

が発生する恐れがある場合に発表します。

　なお、河川を特定する場合は、指定河川洪水注意

報を発表します。

●大雪注意報

　大雪により災害が発生する恐れがある場合に発表

します。

●強風注意報

　強風により災害が発生する恐れがある場合に発表

します。

●風雪注意報

　雪を伴う暴風により見通しが利かなくなるなど、

災害が発生する恐れがある場合に発表します。

　「大雪＋強風」の意味ではありません。

主な警報

　警報とは、「重大」な災害が起こる恐れがある場合に、

警戒を呼びかけるための予報です。

●大雨警報

　大雨により重大な浸水災害や土砂災害などが発生

する恐れがある場合に発表します。

　雨がやんでも、重大な災害発生の恐れが残ってい

る場合は、発表を継続します。

●洪水警報

　大雨や長雨、融雪などにより河川が氾濫し、重大

な災害が発生する恐れがある場合に発表します。

　なお、河川を特定する場合は、指定河川洪水警報

を発表します。

●大雪警報

　大雪により重大な災害が発生する恐れがある場合

に発表します。

●暴風警報

　暴風により重大な災害が発生する恐れがある場合

に発表します。

●暴風雪警報

　雪を伴う暴風により見通しが利かなくなるなど、

重大な災害が発生する恐れがある場合に発表します。

　「大雪＋暴風」の意味ではありません。

土砂災害警戒情報
命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況になった時に発表され

るもの、警戒レベル4に相当します。

特別警報 ただちに命を守る行動が必要な最大限の呼び掛けです。

●大雨特別警報

　台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる

大雨が予想され、若しくは、数十年に一度の強度の台

風や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想され

る場合

●暴風特別警報

　数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧に

より、暴風が吹くと予想される場合

●暴風雪特別警報

　数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧に

より、雪を伴う暴風が吹くと予想される場合

●大雪特別警報

　数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合
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 P74 A-3

風水害や土砂災害の基礎知識

■時間雨量の避難サイン イラスト：気象庁提供

やや強い雨 強い雨／激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

20
mm

30
mm

注意 危険
10mm

ザーザーと降る。
20mm

どしゃ降り。バケツを
ひっくり返したよう。

50mm
滝のように降る。

（ゴーゴーと降り続く）

80mm～
息苦しくなるような圧
迫感。恐怖を感じる。

■累積雨量の避難サイン 口と底までの径が同じ入れ物に溜まった水の深さが累計雨量になります。

100
mm

150
mm

注意 危険
100mm 150mm 500mm～

深層崩壊のおそれ。

■風の強さと想定される被害 イラスト：気象庁提供

10m/s
風に向かって歩きにく
くなる。傘はさせない。

15m/s
風に向かって歩けない。
転倒する人も。

20m/s
何かにつかまっていな
いと立っていられない。

30m/s
屋外の行動は極めて危
険。

40m/s～
多くの樹木が倒れる。
電柱や街灯も。

■水位設定値 ■浸水の目安

④

③

②

①

大人の膝位、子どもは
胸まで浸かり危険です。
車は水没して使用でき
なくなります。

平屋家屋はほぼ水没し
てしまう。
逃げ遅れた場合は命に
かかわります。

2階の軒下まで浸水し
てしまう。

3.0m

5.0m

0.5m

［天竜川］
市田

［天竜川］
天竜峡

［松川］
上茶屋

④はん濫危険水位 3.6m 16.2m 2.9m

③避難判断水位 3.3m 15.6m 2.6m

②はん濫注意水位 1.4m 11.0m 2.1m

①水防団待機水位 0.7m 9.7m 1.8m



15

広告

P73 E-4 P81 D-1

土砂災害の発生しやすい地形

土砂場害警戒区域…イエローゾーン

●警戒避難体制の整備

　危険の周知、警戒避難体制の整備が行われます。

●災害時要配慮者関連施設利用者のための警戒避難体制

　自力避難が困難なため土砂災害の犠牲者となりやすい

災害時要配慮者の利用する施設が警戒区域内にある場合

には、災害時要配慮者の円滑な警戒避難を実施するため、

土砂災害に関する情報等の伝達方法を定めることとされ

ています。

土砂災害特別警戒区域…レッドゾーン

●開発行為や構造規制に対する措置

　住宅の建設や宅地造成等に対する許可制、建築物の構

造規制等が行われます。

●建築物の移転

　著しい損壊が生じる恐れがある建築物の所有者などに

対し、移転などの勧告が図られます。

●宅地建物取引における措置

　特定の開発行為においては、知事の認可を受けた後で

なければ宅地の広告、売買契約の締結ができません。ま

た、「特定開発行為ならびにその変更が制限されている

こと」を重要事項として説明することが義務付けられて

います。

急傾斜地（傾斜度30度、高さ5m以上）において、次に該当する区域
● 上端から水平距離10m以内
● 斜面
● 下端から水平距離で急傾斜の高さに相当する距離の2倍以内（最大50m）

がけ崩れが発生したとき、土砂の力が建築物の耐えることのできる力を上回り
人命に大きな被害が生ずるおそれがある区域

■がけ崩れ

●斜面のひび割れや変形
●崖から水が出ている
●小石が落ちてくる

地すべり区域、及び地すべり区域下端から地滑り地塊の長さに相当する距離の
範囲内の区域（最大250m）

地すべりが発生したとき、土砂の力が建築物の耐えることのできる力を上回り
人命に大きな被害が生ずるおそれがある区域（飯田市内に指定区域なし）

■地すべり

●沢や井戸の水が濁る
●地面のひび割れやズレ
●斜面から水が噴き出す

土石流の発生のおそれのある渓流において、谷出口から下流の渓床勾配が2度
以上の区域

土石流が発生したとき、土砂の力が建築物の耐えることのできる力を上回り人
命に大きな被害が生ずるおそれがある区域

■土石流

●山鳴りがする
●川が濁り流木が混じる
●雨降りでも川の水位が低下
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川のはん濫に備える

■洪水を知る

　洪水とは、豪雨によって河川の水量が急激に増加し異常な流量になることをいいます。堤防が破堤したときには、

水の力は非常に強いので避難の時期を誤らないよう早めの対応が必要です。

●外水はん濫

➡ ➡ ➡

大雨などによって、川の水が
増え、水かさが上がり始めま
す。

堤防いっぱいまで水が増える
と、堤防に水の圧力がかかり
始めます。

水が増え、水の力に堤防が耐
えられなくなり堤防の一部が
崩れ始めます。

崩れた場所を通り、勢いよく
水が流れ出し、家等に襲いか
かります。

●内水はん濫

➡

街などに降った雨は、下水道
などを通って川に排水されま
す。

大雨が降ると川の水位が上が
り、排水されにくくなり下水
道などがあふれてしまいます。

大雨が降ったとき、道路の側
溝にゴミなどが詰まり、排水
されずに道路が冠水します。

高速道路や鉄道の高架下など
道路が低くなっている所に、
雨水がたまり冠水します。

■避難情報の基準

　水位と各種避難情報発令のタイミング及び避難行動は次の通りです。

消防団待機水位

はん濫注意水位

避難判断水位

はん濫危険水位

危険水位 　　　 堤防堤防

ふだんの水位

消防団待機水位

はん濫注意水位

避難判断水位

はん濫危険水位

危険水位

危険度レベル

5

4
（危険）

3
（警戒）

2
（注意）

1 洪水に対する水防活動の目安となる水位で、この
水位になると避難準備情報を連絡する場合があり
ます。
避難の準備を整え、お年寄りや子供を避難させて
ください。

避難の目安となる水位で、この水位になると避難
勧告を連絡する場合があります。
準備された持ち出し品を持ち、避難所へ速やかに
避難してください。

洪水により、河川からの越水や堤防決壊の恐れがある水位で、この水位になると
避難指示を連絡する場合があります。
危険が迫っています。避難所へ一刻も早く避難してください。

洪水に関する水位の動向に注目します。

大雨によって川の水位
が上昇する経過を表し
ています。

 P58 A-5、P67 F-4、P68 B-5、P69 E-2、P69 F-5、P74 B-5、P78 B-1、P82 B-2、P90 B-1
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P74 B-4 P57 D-4

気象情報を確認しよう

警戒レベル 避難行動等 避難情報等

住民が自ら行動をとる際の判断に参考となる情報
（警戒レベル相当情報）

洪水に関する情報 土砂災害に
関する情報水位情報がある場合 水位情報がない場合

警戒レベル5

災害発生情報

既に災害が発生している
状況です。
命を守るための最善の行
動をとりましょう。

災害発生情報
※ 災害が実際に発生してい

ることを把握した場合に、
可能な範囲で発令

（市が発令）

● はん濫発生情報
（ 大 雨 特 別 警 報
（浸水害））

（ 大 雨 特 別 警 報
（土砂災害））

警戒レベル4

全員避難

速やかに避難をしましょ
う。
避難先までの移動が危険
と思われる場合は、近く
の安全な場所への避難や、
自宅内のより安全な場所
に避難をしましょう。

避難勧告
避難指示（緊急）

※ 地域の状況に応じて緊急
的または重ねて避難を促
す場合等に発令

（市が発令）

● はん濫危険情報
● 洪水警報の危険

度分布（非常に
危険）

● 土砂災害警戒情
報

● 土砂災害警戒判
定メッシュ情報
（極めて危険）

● 土砂災害警戒判
定メッシュ情報
（非常に危険）

● 土砂災害危険度
情報

警戒レベル3

高齢者等は避難

避難に時間を要する人
（ご高齢の方、障害のあ
る方、乳幼児等）とその
支援者は避難をしましょ
う。その他の人は、避難
の準備を整えましょう。

避難準備・
高齢者等避難開始

（市が発令）

● はん濫警戒情報
● 洪水警報
● 洪水警報の危険

度分布（警戒）

● 大雨警報（土砂
災害）

● 土砂災害警戒判
定メッシュ情報
（警戒）

● 土砂災害危険度
情報

警戒レベル2

避難に供え、ハザード
マップ等により、自らの
避難行動を確認しましょ
う。

洪水注意報
大雨注意報

（気象庁が発表）

● はん濫注意情報
● 洪水警報の危険

度分布（注意）

● 土砂災害警戒判
定メッシュ情報
（注意）

● 土砂災害危険度
情報

警戒レベル1
災害への心構えを高めま
しょう。

警報級の可能性
（気象庁が発表）

●土砂災害警戒判定メッシュ情報について

土壌雨量指数

60
分
間
積
算
雨
量

実況

1時間後の予測

2時間後の予測

土
砂
災
害

警
戒
情
報

の
判
断
基
準

大
雨
警
報
の
判
断
基
準

大
雨
注
意
報
の
判
断
基
準

土壌雨量指数

60
分
間
積
算
雨
量

実況
1時間後
の予測

2時間後
の予測

土
砂
災
害

警
戒
情
報

の
判
断
基
準

大
雨
警
報
の
判
断
基
準

大
雨
注
意
報
の
判
断
基
準

土壌雨量指数

60
分
間
積
算
雨
量

実況 1時間後
の予測

2時間後
の予測

土
砂
災
害

警
戒
情
報

の
判
断
基
準

大
雨
警
報
の
判
断
基
準

大
雨
注
意
報
の
判
断
基
準

➡ ➡ ➡
2時間先までに大雨警報（土砂災害）の
基準に達すると予測

大雨警報（土砂災害）発表→高齢者等は避難開始

2時間先までに土砂災害警戒情報の基準
に達すると予測

土砂災害警戒情報発表→避難開始

すでに土砂災害警戒情報の基準に到達

この段階までに避難完了
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気象現象

の程度 ➡ ➡大雨が始まる
強さが増す

大雨が一層激しくなる

気象情報 大雨・洪水注意報 ➡ 大雨・洪水警報 ➡
大雨による災害が発生するおそれがあると予
想したときに発表

大雨による重大な災害が発生するおそれがあ
ると予想したときに発表

避難情報 避難準備・高齢者等避難開始 ➡

 発令される状態 人的被害が発生する可能性が高まった状態

 みなさんの行動
自主避難開始
高齢者、障がいのある方、子どもなどは避難

気象情報・避難情報と入手方法

 P73 F-3、P74 A-3

いいだFM 76.3MHz／公式アプリ

NHK-FM 77.4MHz

NHKラジオ第1／第2 621／1476kHz

信越放送（SBC） 1098kHz

アナウンサーが防災行政無線やいいだ安
全・安心メールの内容を確認後、放送し
ます。
専用アプリをダウンロードするとスマー
トフォンでFM放送を聴くことができま
す。

避難
避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

気象
大雨・洪水注意報

大雨・洪水警報

土砂災害警戒情報

大雨特別警報

地震
緊急地震速報

防災行政無線

防災行政無線フリーダイヤル

 0120-915-460

市内全域や地区ごとに、避難情報等の屋
外放送をします。
防災行政無線による放送を電話で聞くこ
とができます。

避難
避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

気象
大雨・洪水注意報

大雨・洪水警報

土砂災害警戒情報

大雨特別警報

地震
緊急地震速報

いいだ安全・安心メール

【気象・災害・警報ほか】

災害などのお知らせを電子メールで配信
します。
基本的に防災行政無線と同一内容をお知
らせします。

避難
避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

気象
大雨・洪水注意報

大雨・洪水警報

土砂災害警戒情報

大雨特別警報

地震
緊急地震速報
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「三六災害」「S58年台風10号災害」と同程度の被害の可能性

➡ 震度5弱以上土砂災害が発生し始める
被害の拡大が心配される

土砂災害が多発する
堤防が決壊する

土砂災害警戒情報 ➡ 大雨特別警報 緊急地震速報

長野県と長野地方気象台が共同で発表する防
災情報で大雨による土砂災害のおそれがある
時に、市長が避難勧告等を発令する際の判断
や住民の自主避難の参考となるように発表す
る情報

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量
となる大雨が予想され、若しくは数十年に一
度の強い台風や同程度の温帯低気圧により大
雨になると予想される場合に発表

震度5弱以上の地震
の初期微動を観測し
て、震度4以上が予
測される所に発表

避難勧告 ➡ 避難指示（緊急）

人的被害が発生する可能性が
明らかに高まった状態

人的被害が発生する危険性が非常
に高い、または発生した状況

大きな揺れが来る直前
もしくは揺れと同時

家族、近所で助け合いながら
避難開始

直ちに避難開始
安全ゾーンに直ちに
移動し身を守る

P63 D-1 P78 A-1

TV

テレビ（NHK総合／データ放送）

飯田ケーブルテレビ

結いチャンネル12ch

安心ほっとライン

放送中に防災行政無線の音声が割り込み
ます。防災行政無線の放送と同じ内容を
同時に聞くことができ、緊急地震速報に
も対応しています。（有料）
※ 緊急地震速報は震度3以上。

避難
避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

気象
大雨・洪水注意報

大雨・洪水警報

土砂災害警戒情報

大雨特別警報

地震
緊急地震速報（※）

PC

飯田市webサイト

ツイッター／フェイスブック

災害発生時に、いいだ安全・安心メール
の内容のほか、発生箇所やライフライン
の状況、避難情報などを随時お知らせし
ます。

避難
避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

気象
大雨・洪水注意報

大雨・洪水警報

土砂災害警戒情報

大雨特別警報

地震
緊急地震速報

NTTdocomo 「エリアメール」　

au 「緊急速報メール」

SoftBank 「緊急速報メール」

緊急地震速報、土砂災害警戒情報、避難
情報など極めて危険度の高い重要な情報
を提供します。

避難
避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

気象
大雨・洪水注意報

大雨・洪水警報

土砂災害警戒情報

大雨特別警報

地震
緊急地震速報
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 P67 F-3

大雨による災害対応

■大雨が予想される場合

● 台風の接近や梅雨前線の停滞による大雨が予想される場合、気象台からの気象情報

や市からの警戒情報に注意する。

■気象警報等が発令された場合

● 大雨による災害の恐れがある場合に大雨警報が発令されます。状況によっては、市

から避難準備情報も発表されますので、土砂災害警戒区域や浸水想定区域内の住民

は、早めの避難を検討する必要があります。

● 大雨警報が発表され、さらに土砂災害発生の危険がある場合に土砂災害警戒情報が

発表されます。市からは特定の区域に避難勧告等を発令する場合がありますので、

避難対象区域や土砂災害警戒区域の住民は、より安全な場所への避難が必要となり

ます。

大雨警報

飯田市

土砂災害警戒情報

■避難行動

● 河川のはん濫や浸水が想定される場

合は、高台等の安全な場所に避難す

る。

● 避難所等へ移動できない場合は、近

所の鉄筋コンクリート製等の頑丈な

建物に避難する。

● 避難の際は、非常持出品はリュッ

クに入れ、ヘルメット等を着用し、

動きやすい服装、長靴ではなく、

履きなれた靴をはく。

● 浸水している場合は、棒などを使っ

て地面を探りながら避難。

● 大雨で増水しているときは、河川や

用水路を避け、安全な避難経路をと

る。

● 50cm以上の水深（大

人のひざ丈）で浸水が

発生している場合は、

無理に避難しない。

● 山等の斜面で、災害の前兆現象（斜面にひび割

れが生じる。小石が落ちてくる。土のにおいが

する。斜面から水が湧き出る。湧水が濁る。地

鳴りが聞こえる。）がみられたら、速やかに安

全な避難所等に避難する。

● 土砂災害警戒区域に居住しており、避難勧告等

が発令された時点で、既に大雨で避難ができな

い場合は、屋内でも上階の山と反対側に退避す

る。
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P71 D-5 P57 E-5、P60 A-4

わが家の安全対策

　台風や大雨・強風に対してあなたの家の対策は万全ですか？家の中や周囲の確認をしておきましょう。

● 停電に備えて懐中電灯や携帯ラジオの準備を。

● 避難に備えて貴重品などの非常持出し品の準備を。

● テレビやラジオで最新の情報を入手する。

● むやみに外出しない。

● 飲料水を確保しておく。（断水などの恐れがある）

● 浸水などの恐れがある地域では、家財道具や食料品・衣料・ 

寝具などの生活用品を高い場所へ移動。

● 子どもや高齢者、病人、障がいのある人は早めに安全な場所 

へ避難。

● 防災行政無線、安全・安心メールに注意する。

● 防災ハザードマップで自宅の風水害の危険度を把握する。

※ 避難する時の注意点はP.20を参照。

■屋根
瓦やトタンにひび・割れ・ずれ・
めくれ・はがれがないようにする。

■外壁
壁に亀裂や腐り、浮きがある場合
は補強する。

■塀・門柱
ひび割れや破損箇所がある場合は、
補強する。

■窓ガラス
ひび割れ、窓枠のガタつきがない
か確認し、強風による飛来物に備
えて外側から板でふさぐ。

■雨どい
落ち葉や土砂が詰まったり、継ぎ
目のはずれや腐りがないか確認す
る。

■ベランダ
鉢植えや物干し竿など、飛散する
可能性が高いものは室内に入れる。

■雨戸
雨戸にガタつきやゆるみがないか、
確認する。


